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破　　　　裂 　1　32，56％　　　23．25％
1出航 行 嵩

血 疼

劃 疼 黻 行

　　　　　　　　　　　44．18彩

流　　　　産　i　58．41％　　　　25．74％ 15．84％

月経 よ り40日 以 内 に開始す る も の が 多 く （56．18 ％ ），破

裂 で は 41日 以 降が 多 い （56．75％ ）．外出血 を全 く欠 く も

の は破裂 に多 く （18．16 ％ ♪，流産では稀れ であ る （2．8

％ ）．外出血 と疼痛発現との 時期的関係 は 次表の 如 く破裂

では摎痛先行 が 多 く， 流産では出血 先行が多い ．流産の

出血先行 は 1 〜20日 とい う長期間 の もの が 多 く，甚 し き

は 31 日 以 上 も 先行 して い る ．

　 皿　遷延性 卵管妊娠流産 に つ い て

　非定型的経過 を と り内出血 少量で ダ氏窩穿刺に よ る も

診断困難 で ， ダ氏窩切開 に よ り初 め て 確定す る場 合 が あ

る．発病 よ り手 術 ま でに 3週間以上 を 経過 した もの が多

い 。 伸・

第 13群 　物質代 謝， 機能 に関す る 問題

　1．　 妊娠及び流産に於け る血清蛋白結合沃度 の

5肯長 1こ就し、 て

　　　　　　　　　　（都立墨田産院） 大石　釜光

　血中沃度の 蛋 白結 合成 分 と溶解成分 との 分離化の 意義

は ，Curtis，　Rapport 及 び Barker 等 に よ る測定 法が

案出 さ れ る に っ れて 明らか とな っ た ．妊娠時の 血 清蛋白

結合沃度 （以下 P ．B ．1 と略す） に っ い て は 1948年 He−

ineman ，　Johnson 及 び Man に よ り報告 され ， そ の 後

Lerry
，
　Peters，　Russe1 に よ り追 加 され て い る．流産 と

の関係 に つ い て も 同 じ く Heineman ，　Russel に よ り報

告 さ れて い る が ， 私 も妊娠及 び 流産 に っ い て P．B．工 を

測定 し 2 ，3 の 興昧あ る 知見 を 得 た の で こ s に報告す

る．

　実驗方法 ：Chaney，　 Riggs，　 Man ，　 Taurog，　 Barker

等 の 方法を も と に した 蒸溜法の 変法 を 用い た．

　実驗結果 ：1．正常妊娠で は 2 ヵ 月 よ り 10カ 月迄総計

126例にっ い て 平均 2 ヵ 月8．56， 3 カ 月 10．3，4 カ 月，

11．73 ．5 ヵ 月 工1．73 ，6 カ 月 11．71 ，7 ヵ 月1L80 ，8

ヵ 月 12．17 ， 9 ヵ 月12．10 ，
10ヵ 月12．86 γノd1 とな り，

妊娠 4 カ 月迄に殆ん ど．E昇し ，
　 Subclinical な Hyper −

thyroidis 皿 の 状態 を示 し，そ の 後分娩終了迄そ の 状態

を 繼続す る 如 く思わ れ る．

　 2。正 常産褥では 分娩時 17例の 平均 13。007 ／dl の も の

が 産褥第 1 口12。22 ， 2 日11．00 ， 3 日 11．56 ， 5 口

10．28 ，7 日 9．4γ1dlとな り，数 日 乃 至 数週後 に 正 常状

態 に 復す る と思 わ れ る．3．人 工 中 絶 に 於 て も 術 前証 に

P ．B 。工 の 上昇 の あ る もの は 術 後数 日で正常値に 復す る よ

うであ る．4．自然流産で甑に 出血の 始 まっ て 居 る もの は

P．B ．1 が低 か っ た ．5．習慣性流産 の 患者 に つ い て は 非 妊

時は 正常非妊婦 と P．B ．1 値の 差は認め られ な か っ た d

妊娠時も P ．B ．1 上 昇 の 早い もの は 殆ん ど妊娠を繼続 し

得 た が ， P．B．1 上昇の 遲 い もの は流産に終っ た もの があ

っ た．こ の こ とか ら考え る と，P．B ．1 上 昇の 少い もの は

流産 の 危險性が あ る と思 わ れ る ．

　2．　 各種実験条件下 に於け る白鼠肝の 糖質 申間

代謝の 變動に就いて

　　　　　　　　 （京 大） 生 田基弘 ， 平林 登

　　　　　　　　山田隆治 ， 西郡確一
s 山上　仁

　從来 ， 糖質代謝の 研究に於て は組織グ リ コ ーゲ ン 及び

血 糖 の 量的変化 が 主 と して 追求 され て い るが ，そ の 中間

代謝 の 動 き につ い て の 檢索 は 余 り行 われて い な い 。例 え

ば肝 グ リ コ ゲ
ー

ン の 増量 を み た場合 に こ れが グ リコ ゲー

ン 合成 の 亢進に よ る もの か 或 は グ リコ ゲーン 分解の 抑制

に よ る もの で あ るか 等 の 中間 代 謝 の 変 動 に 関す る解明 は

余 り行 われ て お らず 看過 され て い た憾み が あ る．

　一般に肝に於ける ブ ドウ糖とグ リコ ゲーン の 中間代謝

過 程及 びそ れ に 関 與 す る酵 素 を 示 す と次の 如 くで あ る．

　　　　　　　　　 Glycogen

　　　　　　　　　　　↑　↓　　（Phosphorylase ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G −1−P

　　　　　　　　　　　↑ ↓　（Phosphoglucomutase ）

　 Glucose− 一 → 　G −6−P　 − 一 → 　 Glucose

（Hexokinase ）　　　　（Glucose−6−Phosphatase ）

　　　　　　　　↑　↓　　（Phosphogluco
　　　　　　　　　　　　　　isomerase ）

　 　 　 　 　 　 　 F ・6−P

　 　 　 　 　 　 　 　奪 尋

　　　　　　 Pyruvate

　 そ こ で 私は 当教室 に 於 け る
“

妊娠時 の 糖質代謝 の 研

究
”

の
一

環 として ， 各種の 実雛條件下に 於ける 白鼠肝 グ

リ コ ゲーン ，血糖及び上記の 諸酵素 の 活性等の変動を檢

索 し て糖質 中間代謝 の
一

端 を窺 っ た （備考 ： Phosphog −

lucomutase は 　Mutase ，　 Glucose −6−phosphatase　は

G −6−Pase，　 Phosphogluco 　 isomerase は Isomerase 　と

乖
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